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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月21日(2017.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　次に、本実施例の作用を説明する。ホルダ１０と圧接端子金具３０との組付けは、圧接
端子金具３０と電線４１Ａ，４１Ｂの圧接工程と並行して行われる。組付けに際しては、
まず、第２ツイストペア線４０Ｂを構成する２本の第２電線４１Ｂを、下部振分けリブ２
０によって左右に振り分ける。このとき、撚り合わされている２本の第２電線４１Ｂの隙
間に、下部振分けリブ２０の下端縁を割り込ませるようにする。そして、第２ツイストペ
ア線４０Ｂを上方へ移動させると、２本の第２電線４１Ｂが、次第に幅広となる下部振分
けリブ２０の下部ガイド部２１により、下部摺接面２２に摺接しながら次第に互いの間隔
を広げていく。そして、下部振分けリブ２０を通過した２本の第２電線４１Ｂは、夫々、
取付け空間１５内に収容される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　この後は、第１ツイストペア線４０Ａを構成する２本の第１電線４１Ａを、左右に振り
分けながら、２つの圧接部３４に圧接する。このとき、２本の第１電線４１Ａの隙間に上
部振分けリブ１７の上端縁を割り込ませるようにする。そして、第１ツイストペア線４０
Ａを下方へ移動させると、図４に示すように、２本の第１電線４１Ａが、次第に幅広とな
る上部振分けリブ１７の上部ガイド部１８により、上部摺接面１９に摺接しながら次第に
互いの間隔を広げていく。そして、上部振分けリブ１７を通過した２本の第１電線４１Ａ
は、夫々、取付け空間１５内に収容される。
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